
 

精神障害者地域移行支援事業について 

目的 

  本事業は、精神障害者が住み慣れた地域を拠点とし、自らの意向に即して充実し

た生活を送ることができるよう、関係機関の連携の下で、医療、福祉等の支援を行

うという観点に基づき、統合失調症を始めとする入院患者の減少及び地域生活への

移行に向けた支援並びに地域生活を継続するための支援を推進することを目的と

する。 

 
1 運営管理体制 

 障害保健福祉圏域ごとに指定相談支援事業者に事業委託し、事業者は「地域移行

支援協議会」を設置し、支援対象者及び支援計画の決定、圏域内の課題検討等を行

う。 

 県は、事業を円滑に実施し、地域生活支援体制を整備するために「地域移行支援

事業連絡会議」を設置し、全体の進捗管理、総合調整を行う。 

 

2 地域体制整備コーディネーターの配置 

 精神保健福祉士等の資格を有する者で、圏域内及び圏域間の調整役として委託先

に１名を配置する。 

 

3 地域移行推進員（自立支援員）の配置 

 精神保健福祉士等の資格を有する者で、個々の対象者の退院に向けた支援の担当

者として、委託先に１名以上配置する。 

 

4 主な支援内容 

 家事等の生活訓練、単身生活に向けた体験宿泊訓練、家族との関係調整、退院後

の福祉サービス利用の調整等。 

 

5 事業の実施方針 

 第四次千葉県障害者計画においては、１６の障害保健福祉圏域全てにおける事業

実施を目指している。 

 

6 障害者地域移行促進強化事業（障害者自立支援対策臨時特例交付金事業） 

 精神障害者地域移行支援事業を実施していない圏域においても、圏域ごとに研修

事業を実施し、圏域内の連携強化を図っている。  

 

 

 

資料５ 



７ 実施圏域 

 

圏域 事業者名 母体法人 開始年度 

船橋 船橋市地域活動支援センター  

オアシス 

(NPO)船橋こころの福祉協会 平成 16年度 

海匝 地域生活支援センター 友の家 (社福)ロザリオの聖母会 平成 18年度 

安房 安房地域生活支援センター (社福)三芳野会 平成 19年度 

市川 サンワーク相談支援事業所 (社福)サンワーク 平成 20年度 

印旛 成田地域生活支援センター (医)社団聖母会 平成 20年度 

山武 地域生活支援センターゆりの木 (医)静和会 平成 20年度 

松戸 サポートネット松戸 (NPO)千葉精神保健福祉ネット 平成 21年度 

市原 市原地域生活支援センター 

はばたき 

(医)白百合会 平成 21年度 

 

８ ２１年度支援実績について 

（１）　事業の対象者数等について

（２）　退院者の内訳

人
人

98
22
65

人

人

人2

9

男 女 男 女

対象者数
うち平成２２年３月３１日までに退院した者の数

引き続き支援を継続している者の数

支援を終了
した者の数

死亡、身体状況悪化、
施設入所による終了

（グループホーム・ケアホームへの入所を除
く）

上記以外の理由による終了

男 女 男

その他
グループホーム

介護保険法

女

グループホーム ケアホーム

障害者自立支援法
高専賃等居宅

男 女 男 女

2 1 1

5 4 21 1 2 2

1

75歳以上

年齢

20歳未満

20歳以上40歳未満

40歳以上65歳未満

65歳以上75歳未満

   ９ 事業開始時からの支援実績（平成２２年３月末まで） 

対象者１５４人  

退院者数７４名（見込みも含む）  

  退院先（GH／CH２９人、単身アパート２８人、単身自宅４人、家族同居３人、 

援護寮６人、高齢者施設４人）  

 



精神障害者地域移行支援事業実施状況 

野田 

3 病院 

海匝 

4 病院 市川 

3 病院 

君津 

2 病院 

長生 

2 病院 

安房 

4 病院 

市原 

2 病院 

香取 

1 病院 
印旛 

6 病院 

千葉 

9 病院 

船橋 

4 病院 

柏 

4 病院 

山武 

1 病院 

夷隅 

1 病院 

習志野 

6 病院 

松戸 

1 病院 

精神科病院数 
合  計  53 病院 
事業実施  26 病院（夷隅圏域も含む） 
（ただし、精神病床全体を休床している１病院は除く）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

退院・地域生活への移行

地域生活

精神障害者の地域生活
に必要な事業（例示）

精神科病院
関連施設内

精神科病院

福祉施設

福祉ホームＢ型
地域移行型ホーム

等

住まいの場
・グループホーム・ケアホーム

等

日中活動の場
・自立訓練（生活訓練）

・就労移行支援・就労継続支援

・地域活動支援センター等

・相談支援事業
・居住サポート事業
・ピアサポート 等

・訪問看護

働きかけ

（
主
と
し
て
市
町
村
が
整
備
す
る
こ
と
を
想
定
）

その他活用可能な社会資源

精神障害者地域移行支援事業のイメージ図

個 別 支 援 会 議

連携 自立支援員（地域移行推進員）

・対象者に対する退院への啓発活動
・退院に向けた個別支援計画の作成
・院外活動にかかる同行支援 等

地域体制整備コーディネーター

連携

○都道府県事業（補助率：１／２）

市 町 村
（地域自立支援協議会）

働きかけ

＜ 体 制 整 備 ＞

連
携・地域移行推進員、圏域の市町村、病院

及び福祉サービス事業者等の関係者と
連携し、退院促進、地域定着に必要な体
制整備の総合調整 等

＜ 個 別 支 援 ＞

＜事業で集中的に関わる部分＞

 

 

 



 

千葉県精神障害者地域移行支援事業受託応募者 

１ 事業者名  いすみ地域活動支援センターレインボー 

２ 事業者の種別  地域活動支援センター（Ⅰ型） 

３ 法人名  医療法人 白百合会 

４ 所在地  夷隅郡大多喜町上原７８６ 

５ 法人の概要 ＜組織＞                

 大多喜病院、市原鶴岡病院、いすみこころのクリニック、

市原メンタルクリニック、いすみ地域活動支援センターレイ

ンボー、市原地域生活支援センターはばたき        

＜沿革＞                   

Ｈ２０年４月 いすみ地域活動支援センターレインボー開所

６ 業務実績（２１年度）  日中活動支援 延べ２，０４４人 

 相談支援   

  ・電話   ６１２件  

  ・訪問   １７４件   

  ・来所   ２４５件   

  ・計  １，０３１件 

７ 地域移行支援協議会の運

営方針 

 既存の地域移行促進強化事業におけるネットワーク（保健

所、市町村、中核地域生活支援センター、精神科病院、家族

会、障害者施設）を協議会に位置付け、加えて地域自立支援

協議会との連携を図る。 

８ 地域体制整備コーディネ

ーター 

 （配置予定者の氏名、資格） 

 鈴木未紀（精神保健福祉士） 

９ 地域移行推進員 

 （配置予定者の氏名、資格） 

 隈井明美（精神保健福祉士） 

 井出由紀（社会福祉士） 

10 本事業を行う上でのアピ

ール 

ポイント 

 運営主体が医療法人であり、精神科クリニックが併設され

ているため、危機介入も含めた受療援助や主治医、精神科訪

問看護等との連携を取りやすく、安定した治療継続の支援が

可能となる。 

 また、夷隅圏域の２市２町より地域活動支援センター（Ⅰ

型）の事業を受託している施設であるため、市町村行政との

連携も密であり、中核地域生活支援センターやヘルパー事業

所等との連携もとれている。 

 この特色を生かし、退院を促進するだけではなく、地域生

活の定着支援も含めた長期的な支援が可能である。 

 


